














































 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2016-17“INTERNATIONAL ROTARY DISTRICT2770 

IWATSUKI ROTARY CLUB 

Weekly Report 
クラブ・テーマ   「時流にあわせた変化と発展」 

 
会 長 小田光司    例会場 : 割烹「ふな又」 例会日：木曜日 点鐘 12:30～13:30 

幹 事 田中芳明  事務所：さいたま市岩槻区本町 3-8-2-203 ℡048-758-0680 FAX048-758-0681  
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小田光司年度  第１１回  通算２５８２例会                平成２８年９月２９日 

先々週の新会員歓迎会、中村パストガバ 

ナー（以下ＰＤＧ）をお迎えしての例会と 

続けて夜間の会合がありましたが、皆様の 

ご協力のおかげで、とても良い形で終える 

ことができました。あらためて感謝申し上 

げます。 

中村ＰＤＧに卓話をしていただくにあたり、他クラブにメ

ーキャップのお願いをさせていただきまして、たくさんの

お客様に来ていただけました。例会場はいっぱいの人で埋

まりましたが、岩槻クラブの出席者が少し寂しかったのが

残念です。 

ロータリークラブも例会の数、会員の資格、職業分類等

だいぶ変わって来ているようですが、これからはクラブで

より良い運営ができるものを選択して、クラブで決められ

るようになってきているようです。つまり私たち岩槻クラ

ブはどんなクラブに成りたいのか、どんな風に楽しく、意

義のある活動をして行くのかを今まで以上に模索して行か

なければならないということです。 

どの様なクラブを望むのかは、人それぞれ若干違いはあ

ると思いますが、ロータリークラブの理念に沿ったもので

あるなら、表現の仕方は無数にあると思います。 

年度計画のプログラムで例会の担当委員会が振られてい

ますが、企画の際にどんな思いでこの例会をやるのかとい

うことが明確に伝わるものを実践し、積み重ねて行けたら

だんだんとクラブも熱を帯びてくるのではないでしょう

か？ということを考えてしまいました。 

より良く、より楽しく、少しでも成長して行けるように

皆様と共にもがいて行こうと思います。 

本日は塩田研修リーダーの卓話です。ロータリークラブ

で長年積み重ねて来られた方だからこそ発することの出来

る貴重なお話をしていただけると思います。しっかり聞い

て勉強させていただきましょう。 

本日もよろしくお願いいたします。 

 

会長の時間     第 54 代会長 小田光司 

◆ 次回の例会 ◆    平成２８年１０月６日 （木）   新会員卓話   点鐘 12：30 会場 ふな又 

  

幹事報告             幹事 田中芳明 

3、 地区よりロータリー財団設立100周年地区大会記念ポリ

オ撲滅チャリティーゴルフ大会の組み合わせが届いて

います。 

4、 大宮北ＲＣ様・岩槻東ＲＣ様・大宮北ＲＣ様・大宮北東

ＲＣ様より 10月の例会予定表が届いています。 

5、 10月のロータリーレートは 1ドル＝102円となっていま

す。 

6、 地区より「ＮＰＯ法人国際ロータリー日本青少年交換委

員会が多地区合同奉仕活動であることを承認する件」が

届いています。10月 15日までに理事会審議です。 

7、 公益財団法人ロータリー米山記念奨学会より 2015 年度 

決算報告が届いています。 

8、 公益財団法人埼玉県腎・アイバンク様より「彩の国 目

の祭典 2016」の開催についてのご案内が届いています。 

9、 公益社団法人さいたま観光国際協会様より発行物の送

付のご案内が届いています。 

10, ボーイスカウトさいたま北地区育成会様より寄付のお願 

いが届いています。 

11, 埼玉県立岩槻商業高校様より岩商際のご案内が届いて

います。 

以上 11点になります。 

 

 

1、 地区よりロータリー財団設立 100周年 

記念 ＲＯＴＡＲＹ ＦＥＳＴＡ2016 

のご案内が届いています。 

日時：10月 30日（日）10：00～17：00 

場所：浦和駅東口ＰＡＲＣＯ前市民広場 

2、 地区より「ロータリアンとインターアク 

トクラブ顧問教師 懇親の集い」のご案内が届いていま

す。日時：11月 26日（土）17：30受付開始 場所：武

蔵野ホテルブリランテ 2階 

 

委員会報告   

支援・広報・学友委員長 鈴木 隆 
 

2016-17ロータリー米山記念奨学会豆辞典 

奨学会の歩み、奨学事業、寄付の税制優遇、 

活動などが紹介されておりますのでぜひご 

一読下さい。 

次年度米山奨学生の世話クラブになるためには、上半期末

までに、1 人あたり 20,000 円の目標を 100％達成しなけれ

ばなりません）。ロータリー財団寄付同様、米山寄付も任意

ではございますが、ご理解ご協力のほどよろしくお願い致

します。 

 

『ロータリーの友』９月号 

・ SOUTHERN  CONFORT（南部の癒し）＜Ｐ 15～ 21＞      

ＲＩ指定記事 

世界大会が開かれるアトランタの紹介です。庶民的なレ 

ストランや街歩き案内、コカコーラ博物館や水族館など 

がお薦めのようです。 

大会へ行けない方も読んで町の雰囲気を感じて下さい。 

・ロータリー財団 100周年記念シンポジウム＜Ｐ24・25＞ 

11月27日に東京駅の近くで開かれるシンポジウムではジ 

ョン・ジャーム RI会長や米山学友の緒方貞子氏も出席さ 

れます。締め切りは 10月 30日です。 

 



 

 

 

 

発 行   支援・広報・学友委員会   委員長 鈴木 隆  副委員長 根岸節子  委員 志水一雄 

受けられるのが地区協議会。 

ロータリーの奉仕活動 

基本は、自分の職業を通して地域や社会に奉仕・貢献する

事。自身の職業を誠実に、他を思いやって経営していく。

それによって得た収入を大切に、その一部を税として社会

に還元するのが職業奉仕。他人を偽ったりだましたり、ご

まかしたり、そんな行為は社会に通用しません。それには

自分の仕事関係の知識や限られた友人知人関係なく、あり

とあらゆる人と知り合って知識を広め、理解し、自分自身

の血となり肉となる、そんな場、機会【チャンス】がロー

タリークラブです。 

水車の教え 

「人道は中庸(ちゅうよう)を尊(とうと)む、水車の中庸は、

宜(よろし)き程に水中に入て、半分は水に順(したが)い、

半分は流水に逆昇りて、運転滞らざるにあり、人の道もそ

の如く天理に順いて種を撒き、天理に逆うて草を取り、欲

に随(したが)いて家業を励み、欲を制して義務を思うべき

なり」（『二宮翁夜話』）人の行う道は水車のようだ、半分は

水の流れに随って廻り、あとの半分は流れに逆らって廻る。

自然に在る物と人がする仕事との関係はまさにこういうこ

とである。水にどっぷり浸かれば、水車は川に流される。

水を離れれば廻らなくなる。人が身を立て、独立して生き

ることは、水の流れに逆らって起き上ってくることだ。け

れどもそれは水の流れをいっぱいに受け、水の力に随って

廻るこの一身があればこそである。 

 

スポンサーの方は、新会員に「例会に出席できますか？」

と毎回声を掛けていただきたいと思います。新会員が心地

よく例会に出席できるような環境づくりをお願いします。 

 

 

スマイル報告 
本日のスマイル合計 15,000 円 

年間累計額 300,000 円 

 
出席報告 

会員数 出席数 免除者 ＭＵ 出席率 

26 12 0 5 65.38％ 

 

 
メンバー（50 音順） 

小田光司   小林利郎   塩田淳司   鈴木 隆 

鈴木真樹   田中芳明   田畑寛樹   津多一幸 

出山知宏   中村 正   増岡昌行   三浦宣之 

 🌼 たくさんのご芳志ありがとうございました 🌼 

研修リーダー 塩田淳司 
 

ここ数カ月で入会された方が数名いら 

っしゃいますので、本日はロータリー用 

語をいくつか紹介したいと思います。 

ロータリー手帳にはロータリーの目的や 

四つのテスト、また別冊の関連資料にはロータリーの用語

等が掲載されておりますのでぜひ活用して下さい。 

 

ガバナー補佐 

国際ロータリー（ＲＩ）や地区の方針・活動方法などの管

理業務のお手伝い、伝達指導、補佐する役目。ガバナー・

アシスタント：ガバナーを補佐する役。 

日本のロータリー地域（ZONE）は３つ。全国で 34地域（群

馬、栃木、茨城、千葉などは 1つの県で１地区）なので、

他地区のガバナーは広範囲にわたって公式訪問しなけれ

ばならないので大変な事と思いますが、埼玉は荒川を隔て

て 2 つに分かれています。私たちは第 2770 地区（埼玉南

東）、もう一つは埼玉西北の第 2570 地区です。さらに第

2770地区は 12グループに分かれており、その各グループ

の指導者がガバナー補佐です。 

卓話 

ロータリー特有の造語。テーブル・スピーチ（和製英語）。

会食などの席上で行う簡単な演説、卓上演説。 

メークアップ 

例会は必ず出席するのが原則ですが、欠席する場合は、休

んだ例会の前後 2 週間の間にどこかの例会に出席して補

てんする事ができます。遅刻・早退は出席扱い。例会時間

60分のうち 6割以上、36分以上でなければならない。 

炉辺会議 

ロータリアン宅の炉ばた（暖炉）を囲んでの会議。家庭集

会。委員会会議。 

スマイル・ボックス（ニコニコボックス） 

提供する人が、なにか自分や周りに嬉しい事・楽しい事が

あり、にこやかに自主的に寄付する行為。 

集まったお金の使い道は地域の奉仕活動、いわゆる社会奉

仕活動や、国際的な奉仕活動に限られる。クラブ運営費用

などには使用できない。 

クラブフォーラム 

クラブの問題点などを皆で話し合い、結論はあえて必要な

し。 

クラブ協議会 

クラブのプログラム・活動などに関する事を全員で協議す

る。地区のプログラム・活動についての報告を会員全員が 

スマイルＢＯＸより        

会員卓話 

・「識字」＜Ｐ28～31＞ 

９月は「基本的教育と識字率向上月間」です。 

第 2570 地区がグローバル補助金を使ってアフリカのブ

ルキナファソで行った識字教育とフィリピンで第 2680

地区が行った CLE（語学集中研修）の奉仕活動です。 

当地区でも、フィリピンやネパール、カンボジアなど各

地において国際奉仕で教育支援活動を行っているクラブ

が多くあります、参考になる記事です。 

【第 2770地区内からの掲載記事】 

・「横組み」から 

日本のロータリー100周年に備えよう＜Ｐ40＞ 

委員長を務める北清治 PG（浦和東ＲＣ）からのメッセー 

ジです。 

 


